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千円

Ａ（81%以上の達成状況）
Ｂ（60%～80%の範囲内の達成状況）
Ｃ（50％程度の達成状況）
Ｄ（30％以下の達成状況）

６　生徒感想
　・意見
（箇条書きで簡
潔に記入）

［公務員対策指導］・公務員志望なので，１年から学習できるのは助かる。　・専門学校が遠いの
で，開講されて助かる。　・ポイントを押さえた，頻出の問題が理解できた。　・開講日の講義に出
席しただけで安心してしまった。もっと何度も問題集を解けばよかった。
［大学見学会］・施設見学以外に授業体験が組み込んであるので，大学で学ぶことへの興味関心が持
てた。　・なかなか行けない県外の大学を見学でき，実際の目で確かめることができた。
［大学模擬授業］・大学の先生方が，分かりやすく授業を展開してくれたので，大学で学びたいとい
う意欲が高まった。　・授業を受けて，自分の一般常識や一般教養が不足していることが分かった。

７　担当者意見
（箇条書きで簡
潔に記入）

・27年度３年生については，思ったより結果が出なく，今後のためにも計画の見直しが必
要である。
・計画の見直しに当たっては，高校側だけでなく，関係大学や専門学校との協議が必要で
ある。
・１,２年生の進学希望者，特に大学進学希望者については，本事業の成果で数値が増加し
ている。単に希望で終わらないため，ＰＤＣＡとうで今後も実践していかなければならな
い。

５　事業評価
　①目標達成度

　②目標達成度
　　の根拠

１　公務員対策…３年生は１次試験合格者はいたが，最終合格までには至らなかった。３年生は本事業初年度
で，体系的な学習ができなかったことに敗因がある。体系的学習の完成年度である現１年生に期待したい。
２　27年度３年生の進学指導については，自宅から通学圏内の大学を選ぶ傾向が特に女子生徒に多い。また，評
定がＡ゜であっても最終的には専門学校を選択してしまう。また，女子においては，受験勉強の重圧から逃れた
いのか，早々と私立ＡＯ入試や指定校入試で決定してしまう生徒も多くいる。

　②構成員の
　　人数

８人

９　広報手段

ア　学校のWebページ（必須）

イ　学校のWebページ以外の広報手段

ＰＴＡ総会や同窓会及び中学校主催の高校説明会並びに本校主催の学校説明会で，
パンフレットやパワーポイント，学校紹介ＤＶＤを使用して広報する。

※冊子等の印刷物，教育委員会Webページ（フォトニュース・学校自慢等），教育委員会ツ
イッター，いばキラＴＶなど，具体的に記入すること。

７　運営組織
　①名称

一人一人が輝く学校づくり委員会

８　事業費 942 積算内訳は別紙のとおり

２　事業内容

１　公務員試験対策指導（外部講師とのＴ・Ｔ形式の指導）…全学年希望者　年間10回
　　（１学期４回，２学期４回，３学期２回）［担当　進路指導部］
２　大学見学会（大学見学，体験による情報収集）…１年生全員１回，２,３年生希望者１回
　　［担当　進路指導部・当該学年］
３　大学模擬授業（大学等教授による講座の受講体験）…２年生１回［担当　２学年］

３　事業目標

１　進路達成率の向上［３年生］
 　　進路目標達成のための浪人を除き，進路達成率100％を目指す。
２　進路実績の向上
　　［１,２年生］①大学進学希望者を専門学校希望者より５ポイント上回らせる。
　　　　　　　　 ②年度末における進学希望者の割合を，１年は65％，２年は70％を目指す。
　　［３年生］　 ①国公立大学合格者数５名以上を目指す。
　　　　　　　　 ②公務員試験合格者数５名以上を目指す。

４　事業成果

事業目標１の進路達成率については，95％であった。完全達成には至らなかった。
事業目標２の［１，２年］①については，昨年対比７ポイント（％）アップで，達成でき
た。②については，１年70％，２年76％と，進学希望者を増加させることができた。
事業目標２の［３年生］について，①は１名，②は１次試験は通ったものの結局０名とい
う結果となってしまった。３年生は事業計画に沿った指導が一番短かった学年であるが，
それにしても年間計画の再検討など，見直しが必要である。

Ｃ

（別紙様式3-2）
学校番号

学校名 県立那珂高等学校

平成27年度一人一人が輝く活力ある学校づくり推進事業　実施報告書

１　事業名称 キャリア教育充実推進事業


